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者
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渋
沢
・
ク
口

l
デ
ル
賞
を

坪
井
善
明
会
員
が
受
賞

毎
日
新
聞
社
と
日
仏
会
館
共
催
の
第
五
回
「
渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
」
受
賞
者

に
、
坪
井
普
明
（
っ
ぽ
い
・
よ
し
は
る
）
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
本
年
も
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
か
ら
「
特
別
賞
」
が
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
木
村
三
郎
・
日
本
大
学
芸
術
学
部
助
教
授
ハ
日
仏
美
術
史

学
会
会
員
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
賞
の
表
彰
式
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
六
月
二

十
一
日
（
火
〉
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で
、
毎
日
新
聞
社
本
社
九
階
の
「
ア
ラ
ス

カ
」
で
行
な
わ
れ
、
日
仏
会
館
理
事
長
正
宗
猪
早
夫
、
毎
日
新
聞
社
社
長
渡
辺
衷

の
二
氏
の
ほ
か
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
、

- 1 ー

ル
イ
・
グ
ィ
ト
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
社
長

等
数
十
名
が
つ
ど
い
、
祝
辞
そ
の
他
で
お
二
人
の
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の
時

に
配
布
さ
れ
た
「
選
考
結
果
」
の
報
告
を
（
必
要
箇
所
に
フ
ラ
ン
ス
文
を
添
え

て
）
次
に
転
載
致
し
ま
す
。

第
五
回

渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
選
考
結
果

（
日
本
側
選
考
委
員
会
報
告
〉

寸
副
本
側
委
員
会
で
は
、
各
応
募
分
野
の
専
門
委
員
の
意
見
に
も
と
づ
き
、

審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で
こ
の
賞
を

坪
井
善
明
氏
（
一
九
四
八
年
生
、
北
海
道
大
学
教
授
〉
の
著
作
（
仏
文
〉

「
フ
ラ

γ
ス
と
中
国
に
立
ち
向
う
越
南
帝
国
」
（
ラ
ル
マ
ッ
タ
ン
社
、

九

八
七
年
刊
〉
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に
、
ま
た
ル
イ
・
グ
ィ
ト
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
寄
贈
に
よ
る
特
別
賞
を

木
村
三
郎
氏
三
九
四
八
年
生
、
日
本
大
学
助
教
授
〉
の
翻
訳

世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
「
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
」
（
美
術
出
版
社
、

一
九
八
七
年
刊
）

解
説
文
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dun
岳
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立
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巴

Oロ

n
o
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H
o
q
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Vω

ユタ
H
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に
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

坪
井
氏
の
著
作
は
、

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
コ
ン
ド
ミ
ナ
ス

。。。吋

m
g
n
o
zロ0
・

富岡
Z
〉

ω
教
授
指
導
に
よ
る

ω
m
o
w
n

－oの
学
位
論
文
に
も
と
づ
く
も
の
で
、

ラ
ン
ス
お
よ
び
日
本
各
地
に
あ
る
一
次
史
料
に
よ
り
、

直
前
の
越
南
帝
国
の
事
情
が
、
ヴ
Z

ト
ナ
ム
の
側
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
制
圧
さ
れ
る

今
ま
で
こ
の
時
代
の
グ
ェ
ト
ナ
ム
史
を
内
部
か
ら
扱
っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

本
書
は
ア
ジ
ア
史
に
新
知
見
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
」
は
国
際
出
版
の
豪
華
な
美
術
双
書
で
あ
る
が
、

「
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
」
に
添
え
ら
れ
て
い
る
リ
ュ
ッ
ク
・
ド
・
ナ
ン
ト
ゥ
イ
ユ
の
解
説

は
、
絵
画
の
内
容
と
と
も
に
、
画
家
の
生
涯
と
時
代
の
背
景
を
興
味
深
く
述
べ
て

い
る
。
木
村
氏
は
、
多
く
の
参
考
文
献
に
も
当
り
つ
つ
そ
れ
を
翻
訳
し
、
日
本
の

も
の
を
も
含
む
詳
細
な
文
献
表
を
巻
末
に
加
え
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
重
要
な
画

家
の
ひ
と
り
で
あ
る
ダ
ゲ
イ
ツ
ド
の
全
容
は
、
今
ま
で
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
労
作
に
は
フ
ラ
ン
ス
美
術
紹
介
の
上
か
ら
も
貴
重
な
意
義

が
認
め
ら
れ
品
じ

坪
井
氏
は
日
仏
東
洋
学
会
の
会
員
で
あ
り
、
従
っ
て
本
学
会
と
し
て
は
去
年
の

調
永
信
美
会
員
に
続
い
て
の
受
賞
で
あ
り
、
め
で
た
い
限
り
で
す
。
候
補
作
品
は

多
く
、

し
か
も
い
ず
れ
も
力
作
揃
い
で
あ
り
、
審
査
経
過
を
述
べ
ら
れ
た
杉
捷
夫

日
本
学
士
院
会
員
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
決
定
ま
で
に
は
「
本
年
は
か
な
り
骨
が
お

れ
た
。

い
い
も
の
が
ほ
か
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
由
で
す
。
詳
し
く

は
今
年
七
月
十
四
日
ハ
木
〉
の
毎
日
新
聞
朝
刊
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

Z
2
4
0ロ
g
ハ
日
仏
会
館
・
日
仏
協
会

通
信
〉
四
一
号
ハ
一
九
八
八
・
七
〉
か

ら
坪
井
氏
の
「
受
賞
の
こ
と
ば
」
を
転
載
し
て
お
き
ま
す
。

フ

寸
劇
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
閣
下
、
毎
日
新
聞
社
社
長
、
日
仏
会
館
理
事
長
を
は
じ

め
、
御
臨
席
の
皆
様
、
本
目
、
こ
の
場
で
渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
の
受
賞
者
と
し

て
皆
様
に
御
挨
拶
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
心
か
ら
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
の
賞
は
、
私
が
昨
年
パ
リ
の
ラ
ル
マ
ッ
タ
ン
出
版
社
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
出

版
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
と
中
国
に
立
ち
向
か
う
ヴ
Z

ト
ナ
ム
帝
国
』
と
い
う
本
に
対

し
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
実
を
言
っ
て
、
私
一
人
だ
け
が
こ
の
賞
を
い
た
だ
く
と

い
う
栄
誉
は
不
公
平
な
も
の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
本
は
、
日
本
人
の
諸
先

生
や
友
人
だ
け
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
諸
先
生
と
友
人
、
グ
ェ
ト
ナ
ム
の
先
生

方
・
友
人
の
献
身
的
な
協
力
で
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
た
か
ら
で
す
。
私
一
人
の

力
で
は
と
う
て
い
な
し
え
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
本
は
三
国
の
国
際
協
力
の
結
果
で
あ
り
、
国
境
を
こ
え
た
友
情
の
具
体
的

な
記
念
で
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
今
晩
は
こ
の
本
を
書
く
の
に
私
を
助
け
て
下

さ
っ
た
日
・
仏
・
越
の
諸
先
生
・
友
人
達
の
代
表
と
し
て
、
栄
誉
あ
る
渋
沢
・
ク

ロ
l
デ
ル
賞
を
拝
受
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
、
本
の
制
作
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
し
ま
す
。
こ
の
本

は
、
私
の
フ
ラ
ン
ス
の
指
導
教
官
の
コ
ン
ド
ミ
ナ
ス
教
授
の
忠
告
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
二
九
七
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
折
、
コ
ン
ド
ミ
ナ
ス
教
授
の
部
屋

に
お
伺
い
し
て
、
指
導
教
官
を
お
願
い
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
コ
ン
ド
ミ
ナ
ス
教
授

は
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
日
本
人
の
留
学
生
は
皆
よ
く
勉
強
す
る
。

し
か
し
、
二

t
三
年
の
留
学
を
終
え
た
ら
フ
ラ
ン
ス
語
で
一
本
の
論
文
も
書
か
ず

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
っ
て
し
ま
う
。
全
く
フ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
て
い
な
い
。
H

貢

献
す
る
H

と
は
研
究
成
果
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
、
我
々
に
も
そ
の
成
果
を
享

受
共
有
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
。
あ
な
た
は
是
非
フ
ラ
ン
ス
語
で
論
文
を
書
い
て

ほ
し
い
」
。
こ
の
教
え
に
従
っ
て
、
論
文
作
成
に
五
年
の
歳
月
を
か
け
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
論
文
を
書
く
こ
と
、

フ
ラ
γ
ス
語
の
本
を
出
版
す
る
こ
と
、
こ

れ
は
私
み
た
い
な
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
専
門
家
で
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
、
非

常
に
難
し
い
も
の
で
す
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
大
変
魅
力
的
な
こ
と
で
し
た
。
何
が

魅
力
的
か
と
い
う
と
、
ま
ず
第
一
に
、
グ
Z

ト
ナ
ム
人
が
私
の
本
を
読
む
こ
と
が

で
き
、
私
が
書
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厳
し
い
批
判
を
し
て
く
れ
ま
す
。

フ－フン

ス
語
の
本
を
通
じ
て
、
グ
ェ
ト
ナ
ム
人
と
よ
り
深
く
、
そ
の
固
に
つ
い
て
の
コ
ミ

ュ
ユ
ケ

l
シ
ョ

γ
が
出
来
た
こ
と
で
す
。
魅
力
的
な
第
二
の
点
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
叩

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
物
の
考
え
方
や
暮
し
方
が
よ
り
よ
く
理

ぷ

解
で
き
る
点
で
す
。
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
得
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
す

べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
を
戴
く
こ
と
は
、

ア
ジ
ア
研
究
者
と
し
て
、
私
に

と
っ
て
大
変
意
義
深
い
も
の
で
す
。
ポ
ー
ル
・
ク
ロ

1
デ
ル
は
、
単
に
詩
人
、
作

家
、
劇
作
家
、
外
交
官
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
自
身
も
ま
た
ア
ジ
ア
の
専
門

家
で
あ
り
ま
し
た
。

ク
ロ

l
デ
ル
は
長
い
年
月
を
中
国
も
し
く
は
日
本
と
い
う
ア

ジ
ア
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
本
H

東
方
の
知
識
u
も
書
い
て
い

ま
す
。
こ
の
渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
主
に
、

フ－フ

ン
ス
の
専
門
家
も
し
く
は
日
本
の
専
門
家
に
与
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
は
、
日
本
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
な
い
、
第
三
国
の
ヴ
ェ
ト
ム
に
関
す
る
歴

史
の
仕
事
を
選
ん
で
頂
い
た
審
査
員
の
方
々
に
特
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

-3-

い
ま
す
し
、
他
の
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
う
ア
ジ
ア
研
究
者
と
、
こ
の
喜
ぴ

を
分
か
ち
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
閣
下
、
毎
日
新
聞
社
社
長
、
日
仏
会
館
理
事
長
お
よ
び
御

臨
席
の
皆
様
、
今
夜
、
木
村
さ
ん
と
私
の
た
め
に
、
御
臨
席
頂
い
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
前
で
今
後
と
も
ま
す
ま
す
ア
ジ
ア
研
究
に
精
進

を
重
ね
、

か
っ
、
出
来
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
協
力
関
係
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

た
め
に
、
徴
力
な
が
ら
全
力
を
つ
く
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
御
礼
の
こ
と

ば
に
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
此
い
一

（
坪
井
氏
の
著
書
は
、
日
仏
会
館
図
書
室
に
、
〈
ロ
・
司
＼
N

＼
包
の
番
号
で
入

っ
て
い
ま
す
）



な
お
、
同
賞
の
フ
ラ
ン
ス
側
受
賞
者
は
「
九
世
紀
初
期
に
お
け
る
日
本
の
天
台

宗
の
教
義
」
を
著
し
た
ジ
ャ
ン
H

ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
官
邸
ロ
日
Z
o忠
岡
O
ぴ
O
旦
氏

に
決
定
し
、
六
月
二
九
日
、
パ
リ
の
日
本
大
使
館
内
に
お
い
て
授
賞
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
毎
日
新
聞
七
月
十
四
日
朝
刊
を
ご

覧
下
さ
い
。

同
氏
は
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
で
、
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス

国
立
高
等
研
究
院
と
パ
リ
大
学
第
七
分
校
と
で
日
本
仏
教
史
や
漢
文
訓
読
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
も
っ
て
い
ま
す
。
欧
米
語
は
勿
論
の
こ
と
、
日
本
語
、
現
代
中
国

語
に
も
堪
能
で
、
前
回
の
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
で
も
そ
の
非
凡
の
才
能
を
い
か
ん
な
く

発
揮
し
て
日
本
人
参
加
者
を
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ロ
ッ
ク
で
も
第

部
会
に
参
加
し
、
日
本
仏
教
の
論
義
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。⑥ 

一
九
八
七
年
度
会
員
総
会
報
告

今
年
三
月
十
日
（
木
）
に
早
稲
田
大
学
・
大
隈
会
館
（
校
友
会
館
と
も
言
う
〉

で
会
員
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
早
大
内
に
事
務
局
の
あ
る
学
会
に
は
、
大
会
開

催
貨
と
懇
親
会
費
と
に
、
大
学
か
ら
一
定
金
額
内
で
補
助
金
が
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
て
、
従
っ
て
、
今
回
も
会
場
は
早
大
施
設
内
に
取
り
ま
し
た
。

会
員
総
会
に
先
立
ち
評
議
員
会
が
三
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で
一
階
和
室
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
会
員
総
会
は
五
J
六
時
半
に
一
階
二
号
洋
室
で
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

議
題
は
重
複
す
る
面
が
多
い
の
で
、

一
括
し
て
次
に
記
し
ま
す
。

高
崎
直
道
氏
の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
司
会
に
は
浜
田
正
美
氏
（
司
会
補
助
に
前

田
繁
樹
幹
事
〉
が
任
じ
て
、
次
の
議
題
が
議
せ
ら
れ
ま
し
た
。

①
第
五
回
日
仏
コ
ロ
ッ
ク
（
十
月
三
日
J
十
四
日
）
へ
の
東
洋
学
会
準
備
状
況

こ
の
議
題
は
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
む
し
ろ
「
報
告
事
項
」
に
含
ま
れ
る
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
総
会
の
最
重
要
題
目
で
あ
り
、
会
員
諸
氏
か
ら
質
問

や
討
論
が
お
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
た
め
、

い
ち
お
う
議
題
に
入
れ
て
お

き
ま
し
た
。
こ
の
議
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
二
月
十
五
日
の
総
会
の
案
内

状
と
総
会
次
第
と
の
中
に
、
次
の
文
が
印
刷
し
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
々

の
記
録
と
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
の
後
の
新
入
会
員
の
方
々
の
た
め
に
、
そ
れ
を
こ

こ
に
再
録
し
て
お
き
ま
す
。
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第
一
部
会

「
日
・
中
の
宗
教
文
化
の
交
流
」

代
表
｜
酒
井
忠
夫

責
任
者
｜
福
井
文
雅

実
務
担
当
｜
山
田
利
明

〔
関
西
地
区
世
話
人
｜
坂
出
祥
伸
〕

． 
第
一
部
会
で
は
只
今
参
加
者
を
公
募
し
て
い
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
、

前
号
の
『
通
信
』
を
お
読
み
の
上
、
右
の
四
名
の
内
の
誰
か
に
宛
て
て
、

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
締
切
は
六
月
末
。
但
し
、
会
場
と
宿
泊
設
備
と

の
関
係
か
ら
、
人
数
の
制
限
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ず
、

そ
の
場
合
は
ど
う
か
悪
し
か
ら
ず
お
許
し
下
さ
い
。

第
二
部
会

「
中
央
ア
ジ
ア
諸
言
語
写
本
」

代
表

l
羽
田

明

責
任
者

l
大
地
原
豊



実
務
担
当

i中
谷
英
明

＠ 

第
二
部
会
で
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
第
一
部
会
と
同
様
で
、
六
月

末
ま
で
に
中
谷
英
明
ハ
干
碗
吹
田
市
新
芦
屋
上
二
四
J
E
l
l
八
二

O
〉

宛
て
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〔
前
回
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
通
信
』
第
五
号
を
お
読
み
下
さ
い
〕

②
会
計
報
告

会
計
決
算
報
告
の
説
明
に
は
田
中
文
雄
会
計
幹
事
が
当
り
、
池
田
温
監
事
が
監

査
報
告
を
述
べ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
（
案
〉
で
は
、
会
員
名
簿
の
更
新
作

製
の
た
め
の
経
費
が
計
上
さ
れ
、
そ
の
代
り
に
『
日
仏
学
会
通
信
』
は
一
九
八
八

年
度
中
は
第
九
号
だ
け
の
発
刊
に
限
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
か
ら
事
務
経
費
と
し
て
五
万
円
の
補
助
金
が
出
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
早
大
内
に
本
学
会
事
務
局
が
お
か
れ
て
い
る
か
ら
で
、
事
務
局
が
他
機
関
へ

移
れ
ば
そ
れ
は
無
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
学
会
の
健
全
な
財
政
運
営
を
考
え
る

場
合
に
は
、
そ
れ
は
右
の
予
・
決
算
の
経
常
費
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
あ
く

ま
で
も
補
助
費
〈
事
務
局
へ
の
補
助
金
〉
で
す
の
で
、
別
会
計
と
し
、
そ
の
収
支
、

領
収
書
な
ど
は
総
会
で
閲
覧
に
供
す
る
に
と
ど
め
ま
し
た
。

な
お
、
本
学
会
の
新
発
足
以
来
、

つ
ま
り
昭
和
五
八
年
七
月
二
十
二
日
以
来
、

一
度
も
学
会
費
を
払
わ
な
い
で
『
通
信
』
は
受
け
と
っ
て
い
る
方
（
々
〉
の
い
る

こ
と
が
、
田
中
会
計
幹
事
の
努
力
で
最
近
判
り
ま
し
た
。
そ
の
扱
い
方
は
別
に
議

題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

.~ 

③
日
仏
学
者
交
換
事
業
に
対
す
る
候
補
者
推
薦
の
件

日
仏
会
館
の
会
員
で
あ
る
日
本
の
学
者
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
そ
の
他
で
講
演
、

セ
ミ
ナ
ー
等
を
聞
き
、
日
本
の
研
究
状
況
を
フ
ラ
ン
ス
に
伝
え
て
い
た
だ
け
る
方

若
干
名
に
、

文
部
省
補
助
金
で
渡
仏
し
て
い
た
だ
く
、

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
日
仏
会
館
に
は
日
仏
海
洋
学
会
と
か
日
仏
法
学
会
な
ど
の
関
連
学
会
が
二
十

三
あ
り
ま
す
の
で
、
他
か
ら
も
候
補
者
が
出
れ
ば
通
る
か
ど
う
か
は
判
り
ま
せ
ん

が
、
あ
れ
ば
そ
の
候
補
者
を
御
推
薦
下
さ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
『
通
信
』
に
た

び
た
び
関
連
記
事
を
載
せ
て
き
ま
し
た
が
、
今
春
、
某
会
員
が
自
薦
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
自
薦
の
名
前
は
伏
せ
て
、
そ
の
扱
い
方
を
評
議
員
会
と
総
会
と
に
は

か
っ
た
の
で
す
が
結
論
が
出
ず
、
会
長
と
名
誉
会
長
と
の
三
人
の
御
意
見
を
徴
し
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て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
多
数
決
で
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
総
会
席
上
で
は
決
ま

り
、
そ
の
連
絡
役
は
主
幹
ハ
事
務
局
長
）
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
が
総
会
で
の
経
過
で
す
が
、
こ
こ
に
は
併
せ
て
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て

お
き
ま
す
｜
｜
｜
候
補
者
推
薦
の
期
限
は
四
月
十
五
日
で
し
た
の
で
、
大
至
急
、

榎
一
雄
会
長
、
羽
田
明
、
山
本
達
郎
の
両
名
誉
会
長
の
聞
で
協
議
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
今
回
の
自
薦
の
件
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に

つ
き
ま
し
て
、
榎
会
長
が
羽
田
、
山
本
両
名
誉
会
長
に
出
さ
れ
た
四
月
十
三
日
付

の
書
翰
が
あ
り
ま
す
の
で
、
榎
会
長
の
許
可
を
得
て
、
左
に
摘
記
い
た
し
ま
す
。

同
様
な
問
題
が
今
後
起
き
た
場
合
に
重
要
な
参
考
資
料
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

寸
」
べ
前
略
〉
日
仏
東
洋
学
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
は
候
補
者
の
推
薦

を
行
わ
ず
、
来
年
度
に
持
越
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
推
薦
を
来
年
度
に
持
越
し



日仏東洋学会
昭和62年度会計決算報告

収入

日仏束洋学会63年度予算〈案〉
科 目 ｜予算額｜決算額｜革主義

収入の部

普通会員会費 180,000円

前年度繰越金 81. 073円

日仏会館補助金 40,000円

合計 301,073円

支出の部

印刷費 110,000円

会員名簿作製費 50,000円

通信費 50,000円

会議費 25,000円

消耗品費 30,000円

支払報酬費 20,000円

雑費 16,073円

合計 301,073円

普通会員会費 J1s附 oJ111，州一間O

前年度繰越金I65,9必｜侃倒31 。

oJ 40, oool + 40, ooo 日仏会館補助金｜

矛リ -800 

Jロ~ 計 124開 312即

支出

科 目 ｜予算額｜決算額｜選言語

印 廊。 費 iuo，叫 73,4701 -36, 530 

通 信 費｜ ぬ oooj 4同 ol 一同O

会 議 費 I2問。｜山

消耗品費I2問。140，蜘I+is. sro 

支払報酬費 I20，州 20,oooj 。

雑 費 I1開 31

メ日』 計 ｜揃，7431肌州一組，m

総収入ー総支出＝282,943-201, 870=81, 073 

昭和62年度残金81,073円は，昭和63年度への繰越

金とする。

以上の如く相違ありません。

昭和63年3月10日

日仏東洋学会会計監事池田 温圃

日仏東洋学会会計監事原 質囲
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ま
し
た
理
由
は
、
候
補
推
薦
の
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
、
今
年
度

中
に
こ
の
体
制
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
上
で
候
補
を
推
し
た
い
と
考
え
る
か

ら
で
す
。
（
中
略
〉

実
は
日
仏
東
洋
学
会
の
結
成
以
前
か
ら
日
仏
学
者
の
交
換
が
行
わ
れ
、
日
仏
会

館
と
故
辻
直
四
郎
先
生
と
の
聞
で
人
選
が
行
わ
れ
、
第
一
回
榎
一
雄
、
第
二
回

池
田
温
の
両
氏
が
交
換
学
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
三
回
目
に
某
氏

〔
具
体
的
氏
名
が
書
い
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
伏
せ
る
〕
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た

の
に
対
し
、
候
補
と
し
て
の
み
受
け
入
れ
ら
れ
派
遣
の
実
現
に
至
ら
ず
今
日
に

及
ん
で
居
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
明
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
仏
東
洋
学
会
と

し
て
は
ま
ず
同
氏
を
第
一
回
の
候
補
に
推
薦
す
る
線
で
事
を
運
び
た
い
と
考
え

ま
す
。
（
中
略
〉
今
年
度
は
他
の
人
を
推
薦
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
仏
東
洋
学
会
と
し
て
は
そ
の
結
成
以
前
の
こ
と
で
は
あ
っ

て
も
、

一
度
推
薦
し
た
人
事
は
そ
れ
が
実
現
す
る
ま
で
反
覆
推
薦
を
繰
返
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

自
薦
は
候
補
を
審
査
す
る
手
が
か
り
と
し
て
受
入
れ
ま
す
が
、
自
薦
が
直
ち
に

学
会
の
推
薦
に
結
び
つ
く
こ
と
は
飽
く
ま
で
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
（
後
略
ヒ

右
の
書
翰
に
関
連
し
て
、
今
回
の
『
通
信
』
あ
て
に
さ
ら
に
詳
し
い
プ
ラ
ン
を

榎
会
長
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
今
後
の
参
考
資
料
と
し
て

記
録
し
て
お
き
ま
す
。

付｜

日
仏
交
換
学
者
の
候
補
の
詮
衡
推
薦
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
制
度
が
確
立

し
て
い
な
い
。
ま
づ
そ
れ
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

~ 

ω 
試
案
の
一
つ
と
し
て
二
人
の
名
誉
会
長
、

一
人
の
会
長
計
三
人
を
常
任
委

一
般
会
員
の
中
か
ら
同
数
の
三
人
を
各
年
度
交
替
に
臨
時
委
員
と
し
、

こ
れ
ら
六
人
で
詮
衡
に
当
り
、
会
長
が
候
補
を
推
薦
す
る
こ
と
に
し
て
は
如
何

員
と
し
、

が
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
臨
時
委
員
は
留
任
を
妨
げ
な
い
。

推
薦
さ
れ
た
人
が
実
際
に
渡
仏
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
関
或

同い
は
機
構
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
仏
東
洋
学
会
か
ら
も
こ
れ
に
参

加
し
得
る
よ
う
に
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
仲
ド
一

総
会
報
告
事
項

① 

渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
候
補
作
品
募
集

三
月
三
十
一
日
締
切
。
昭
和
六
一
年
一
月
J
六
二
年
十
二
月
の
聞
の
業
績
。
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こ
れ
が
、
右
に
書
い
た
坪
井
善
明
氏
他
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

② 

『
日
仏
文
化
』
第
五

O
号
刊
行

J
・
ジ
ェ
ル
ネ
、
福
井
文
雅
、

明
神
洋
共
訳
「
国
家
に
つ
い
て
」
、

そ
の
他
、

東
洋
学
関
係
論
文
収
載

③ 

新
入
会
員
紹
介

会
員
住
所
等
変
更
〔
↓
本
号
の
該
当
欄
参
照
〕

④ 

『
通
信
』
次
号
編
集
に
つ
い
て

⑤ 

次
回
（
一
九
八
八
年
度
）
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

一
九
八
九
年
三
月
（
今
年
と
昨
年
と
に
準
じ
て
十
日
前
後
〉
に
京
都
で
開
催
の

予
定
。

以
上
で
総
会
は
終
了
し
、
閉
会
の
辞
（
中
村
理
八
氏
〉
の
あ
と
、
隣
室
に
移
っ

て
六
時
半
J
八
時
、
会
員
の
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。
田
中
文
雄
、
前
田
繁
樹
両



新
幹
事
の
司
会
で
、
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
関
西
地
区
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

上
京
さ
れ
た
中
谷
、
山
本
両
氏
を
も
か
こ
ん
で
歓
談
の
時
聞
が
続
き
ま
し
た
。
こ

の
総
会
へ
の
出
席
の
返
事
は
こ
れ
ま
で
で
一
番
多
く
、
四

O
人
近
か
っ
た
こ
と
が

印
象
的
で
す
。

⑥ 

「
儒
教
と
ア
ジ
ア
社
会
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

今
年
九
月
二
八
日
ハ
水
）
か
ら
十
月
一
日
ハ
土
〉
に
か
け
て
、
上
智
大
学
ア
ジ
ア

文
化
研
究
所
主
催
で
、
上
智
大
学
七
五
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
日
本
学

術
振
興
会
「
国
際
共
同
研
究
い
宗
教
と
ア
ジ
ア
社
会
」
が
上
智
大
学
七
号
館
十
四

階
特
別
会
議
室
で
聞
か
れ
る
。

こ
の
テ
l
マ
は

「
儒
教
と
ア
ジ
ア
社
会
」
の

8
・

paω
巴印
B
O
O件
印

oazrkrm由民
E
z
g
で
あ
り
、

こ
の
題
名
が
フ
ラ
ン
ス
語

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
す
で
に
判
る
よ
う
に
、
関
係
者
の
大
半
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

り
、
グ
ァ
ン
デ
ル
メ
ル
シ
ミ
ジ
ェ
ル
ネ
両
教
授
も
参
加
す
る
1

日
本
側
出
席
者

に
は
、
石
沢
良
昭
、
坪
井
善
明
両
氏
の
日
仏
東
洋
学
会
会
員
も
含
ま
れ
て
い
る
。

関
心
あ
る
方
々
は
、

そ
の
事
務
局
の
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所

8lNω
∞｜

ω
g叫
に
連
絡
を
と
ら
れ
た
い
。

ジ
ェ
ル
ネ
ト
『
・
の
0
2
2
教
授
は
、

そ
の
機
会
に
東
方
学
会
と
東
洋
文
庫
共
催

の
公
開
講
演
会
で
次
の
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
時
は
九
月
三

O
日
〈
金
〉

六
時
よ
り
、
会
場
は
駒
込
・
東
洋
文
庫
で
あ
る
。
演
題
は
「
王
夫
之
の
思
想
に
お

け
る
哲
学
と
智
慧
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
k

曲
、
還
を
句
札
B
B
Sミ
含

SH誌

、
砕
き
旬
。
志
た
ミ
包
恥
否
認
札
ぬ
ま

E
h
vぬ
ま
な
忌
司

gh
匂言、
w
h

ハ
通
訳
つ

き〉。

④ 

第
五
回
日
仏
コ
ロ
ヴ
ク
に
つ
い
て

日
仏
東
洋
学
会
の
う
ち
か
ら
組
織
さ
れ
た
第
一
部
会
「
日
中
の
宗
教
文
化
の
交

流

F
g
b
n
v
g
m
o
ω
B
E
g－ω
g昨日－
g
吋

O出
向
山

o
g
n
v
E包
括
ω
旦
〕
8
0・

ロ
包
括
ω」
の
第
一
次
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
が
、
七
月
十
二
日
付
で
日
仏
東
洋
学
会
会
員

全
員
と
日
仏
会
館
な
ど
の
関
係
諸
機
関
す
べ
て
に
配
送
さ
れ
た
。
そ
れ
を
も
と
に

参
加
希
望
者
の
日
程
を
調
整
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
案
は
九
月
中
旬
に
関
係
者
に

は
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
連
絡
先
は
山
田
利
明
氏
。

ω
l
s
ω
1
5
8

第
二
部
会
「
中
央
ア
ジ
ア
諸
言
語
文
書

ロ
O
B
E
S
E
E
〉

R
E
g
ω
M
u
g－

4
0
5
E
R
目。－．
kg
－0
8
2
E
－o」
の
日
仏
両
文
に
よ
る
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

五
月
十
五
日
付
で
配
布
ず
み
で
あ
る
。
連
絡
先
は
中
谷
英
明
氏
。
。
｜
∞
SIlogH

右
の
両
部
会
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
事
務
局
と
を
も
ち
、

L、
わ

ば
別
個
の
学
会
で
あ
る
。
最
初
は
、
第
一
部
会
の
あ
と
に
第
二
部
会
が
連
続
す
る

日
程
で
あ
っ
た
が
、
偶
然
に
も
並
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
参
加
者

の
滞
在
費
負
担
や
コ
ロ
ッ
ク
会
期
前
後
の
公
式
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
考
慮
す
る
と
、

自
然
に
並
行
す
る
結
果
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
意
図
的
に
わ
ざ

わ
ざ
並
行
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
両
方
に
参
加
し
た
い
希
望
者
が
そ
の
よ
う
に

誤
解
し
て
は
、
ど
ち
ら
の
立
案
者
に
と
っ
て
も
不
本
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
特
に
そ

の
点
は
書
き
添
え
て
お
き
た
い
。
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④ 

第
五
回
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

加

部

門

声 f
~ 

日
仏
会
館
主
催
に
よ
る
日
仏
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

一
九
七
六
年
以
来
、
日

仏
両
国
を
交
互
に
会
場
と
し
て
聞
い
て
い
る
多
領
域
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。

今
回
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
部
門
と
各
部
門
の
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

数

学
日
解
析
的
整
数
論

化

学
一
光
化
学
の
最
近
の
進
歩
と
技
術
的
応
用

地
理
学
日
農
村
の
非
農
業
化
に
関
す
る
日
仏
の
比
較
と
地
理
学
的
研
究

海
洋
学
一
温
排
水
、
他
二
テ
l
マ

法

学
υ

紛
争
解
決
の
機
構
と
問
題
点

東
洋
学
I
H
日
中
の
宗
教
文
化
の
交
流

東
洋
学
E
H
中
央
ア
ジ
ア
由
来
文
書

社
会
学
日
教
育
と
階
層

経
済
学
日
海
外
民
間
投
資
の
比
較
検
討

医

学
一
癌
の
画
像
医
学

④ 

会

員

3首

息

新
入
会
員
（
八
月
二

O
日
現
在
〉

。

H
m
H
H
）
〉
問
。
ロ
出

国
土
館
大
学
教
養
部

非
常
勤
講
師
〔
明
代

石
田
憲
司

道
教
史
〕

干
三
五
九

埼
玉
県
所
沢
市
東
狭
山
ケ
丘
六
｜
二
八

O
O！
三
三

宮

O
四
二
九
｜
二
八
｜
四
二
三
六

。
金
谷

干
五
一
九

l
一四

曲。
O
五
九
五
｜
四
五

ー
三
七
六
九

。
舘
野
正
美 治

同
〉
Z
〉
d
「〉・

0
g自
民

追
手
門
学
院
大
学
教
授
〔
中
国
哲
学
〕

重
県
阿
山
郡
伊
賀
町
川
西

J

「
K
F
叶
開
Z
O
冨
mWEE
－日
本
大
学
文
理
学
部

専
任
講
師

寸． 〔
中
国
哲
学
（
古
代
）
〕

鷺
沼
東
急

ド
エ
ル
五

O
五

。
増
尾
伸
一
郎

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
小
台

7
l
一
九
｜
五

曾

O
四
四
｜
八
八
八

l
二
四
一
八

冨

k
r
m
c
o
ω
V
E・w庄司。
大
阪
女
子
短
期
大
学

専
任
講

一T

二
四
一

師
〔
日
本
古
代
宗
教
文
化
史
〕

二
俣
川

ホ
ー
ム
ズ
四

O
五

。
松
本
浩

神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
二
俣
川
二

l
一
四
｜
八
七

画。
O
四
五
｜
三
九
一
｜
六
五
四
九

冨
K
F吋，

ωロ富。↓
O
問。問。｝岡山

図
書
館
情
報
大
学
専
任
講
師

干
三

O
五

〔
中
国
道
教
儀
礼
〕

品。

O
二
九

茨
城
県
つ
く
ば
市
吾
妻
二

i
七一

O
l
一
O

八
ー
五
一
一
ー
一
一
一
二

O
四

。
吉
田
敏
行

T

一
六
六

一
ー
一
三
八
！
四

。
遊
佐

吋
Oω
回
目
〉
λ
『

o
m
E
ヨE
大
正
大
学
大
学
院
在
学
〔
天
台
学
〕

東
京
都
杉
並
区
堀
ノ
内
三
｜
一
三
E
l
－－一一
l
l

一
O
一

＠ 

0 

昇

吋口
ω〉
Zoσ

。E
明
海
大
学
講
師
〔
唐
代
道
教
史
〕

盈副
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T

三
四
九
｜

O

埼
玉
県
蓮
田
市
馬
込
八

O
O
ピ
ュ

l
パ
レ

l
A
l

二
一
四

宮

O
四
八
七

l
六
八
｜
一
五
二

O

※ 

住
所
・
身
分
変
更

福
島
仁
会
員
は
四
月
か
ら
横
浜
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
講
師
に
就
任
さ
れ
、

住
所
も
左
記
の
よ
う
に
変
更
に
な
っ
た
。

一T

二
三
二

横
浜
市
南
区
永
田
み
な
み
台
二
｜
一

O
l
ニ
O

宮

O
四
五

l
七
一
四
｜
八
六
七

日
仏
会
館
学
長
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
教
授
は
任
期
満
了
に
つ
き
七
月
末
に

離
目
。
代
っ
て
九
月
に
ユ
ベ

l
ル
・
セ
カ
ル
デ
ィ
出
ロ
σ
o
z
n
o
n
o
m－
島
教
授
が

新
学
長
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
日
仏
会
館
学
長
は
、
そ
の
職
責
上
か
ら
本
学
長
の

名
誉
会
長
の
一
人
に
な
る
こ
と
に
会
則
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

（
退
会

1
l高
田
修
〉

日
本
学
術
会
議
関
係

第
十
四
期
日
本
学
術
会
議
会
員
に
、
本
学
会
会
員
か
ら
は
次
の
諸
氏
が
選
出
さ

れ
た
。
ハ
敬
称
略
〉

楠
山
春
樹
（
哲
学
〉

平
川
彰
ハ
哲
学
〉

神
田
信
夫
（
歴
史
学
）

竺
沙
雅
章
（
歴
史
学
〉

桜
井
清
彦
（
考
古
学
〉

『
日
本
学
術
会
議
月
報
』
の
中
で
は
、
第
お
巻
・
第
U
号
ハ
一
九
八
七
年
十
一

月
号
）
の
中
の
「
医
療
技
術
と
人
間
の
生
命
特
別
委
員
会
報
告

l
脳
死
に
関
す
る

見
解
」
、
第
却
巻
・
第
一
号
〈
一
九
八
八
年
一
月
号
〉
の
中
の
日
本
学
術
会
議
会

長
・
近
藤
次
郎
「
年
頭
所
感
｜
｜
ワ
イ
ン
と
ウ
イ
ス
キ
ー
」
、
「
二
国
間
学
術
交
流

委
員
会
報
告
｜
｜
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
班
報
告
」
な
ど
が
本
学
会
と
関
係
す
る
文
章
で

あ
る
。

ル
ネ
・
ド
・
ベ
ル
グ
ァ
ル
問
。
一
忠
常
国

0
3丘
三

九

二

l
一
九
八
七
）
氏

ベ
ル
ヴ
ァ
ル
氏
は
実
に
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
文
人
で
あ
り
、
編
集
者
で
あ

り
、
勇
士
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、

氏
に
つ
い
て
は
別
に
ロ
hmog－o
E
O
（
追
悼

記
事
〉
が
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

一
九
八
七
年
十
二
月
二
八

日
に
秋
葉
原
の
三
井
記
念
病
院
で
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
今
年
二
月
十
一
日
二
時

か
ら
浅
草
五
重
塔
一
階
の
道
場
で
、
仏
式
に
よ
っ
て
追
悼
の
葬
儀
が
催
さ
れ
た

こ
と
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
学
会

か
ら
も
秋
山
光
和
、
加
藤
周
一
、
京
戸
慈
光
、

ユベ

1
ル
・
デ
ュ
ル
ト
、
福
井

文
雅
等
が
参
列
し
た
。
こ
の
葬
儀
の
挙
行
に
は
、
加
藤
周
一
、
京
戸
慈
光
ハ
浅

草
寺
日
音
院
〉
、
大
谷
暢
順
等
の
諸
氏
、
早
大
大
学
院
学
生
諸
君
の
尽
力
に
よ

る
こ
ろ
が
大
き
い
。

岩
生
成
一
会
員

東
洋
学
関
係
雑
誌
一
覧

東
京
・
日
仏
会
館
図
書
室
に
は
、
東
洋
学
に
関
し
て
左
の
よ
う
に
多
く
の
学
術

雑
誌
が
あ
り
ま
す
。
学
会
員
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
「
フ
ォ
ワ
イ
エ
」
同
様
、

も
っ
と
利
用
さ
れ
て
良
い
は
ず
で
、
誌
名
の
み
列
挙
し
て
お
き
ま
す
。

。
阿
国
凶
宮
崎
－
P
F岡
田
昌

h
r
n
g
k
r
a
m巴
g－｜叶
OEO－
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k
r
F
O
ユg
z
－20
V
O
H
4
2
R
F
g
m
g－
（

krg骨
自
由
。
角
田
R
当
5
0
5与
え
宮
ロ

向
日
。
円
ロ
ロ
同
・
：
）
｜
回
。
ユ
宮
・

〉
ロ
ロ
色
・

l
Z
8－2
・

〉
R
E
4
2
B
E岳民・
lMM円
高
ロ
0・

krm町
宮
崎
o
－EO
B
ω
Z
a
g－－
Zω
向。苫・

k
r
a
o
z
k広
告
。
門
司
自
］
Oロ邑．
F
E－
－
冨
8
8ロ・

回巳－
o巴ロ

ao
－－一開。
o
Z
同旨ロ
AUmzoa－何
M見
込
S
0・o
a
o口同・

n
m
w
E
O
B
S・開
ua吋品川
S
0・〉包
OHM
－04ZO
品
。
己
w
n
a
o
r
R
M
S－
路
島
．
開
M円件品自
0・

。門戸。ロ
F
ω
0
0昨日
0ロ
ao
同凶弓仲
0・

p
z
o宮
内
吉
旬
釦
同
M
S・－
4
0
5
0・

同
m
E
〉
m－S
E
R
g
s－
m
Z
a
g－－↓
o－Q
0・

E
E
g
a
当
o
a－－
E
g
o－

阿
見
込
B
0・0
門戸。ロ
F
阿
見
芯
B
0・ooaaoロ
件
二
MMWEO『
ω
a
o
s
n
v
o『
n
v
g
g
B・

同】削凶吋
mw↓E40ω
・

出
向
g
a
』

0
5
5－
o同
〉
包
巳
w
m
H
g
a
g－－
n自
己

σユ
am0・

L
『

Oロ円ロ
mw－
mω
－m巴
azo－

一宮ロロ
Mm－
o同同町
HO
同
owm－
〉
包
mwtoωoaEM『

O同
の
円
。
旦
回
ユ
冨
富
山
出
回
向
山

HH・0－mロ色・
llFOロ色吋
O回・

同
O
B
m
』

o
z
g巳・
lmbo己・

冨
Oロ
ロ
自
g
E
Z
3
O
E
S－－
4
0－4
0・

冨
O
E
g
g
s
r
ュS
I
g・
krロ
m
g昨
日
ロ
忌
耳
目
指
宮
晶
・

寸｝
MO
冨
5
2
g
o州
司

R
開
g
z
g
k
F口
広
告
E
O回一－
u
巳－
o巴ロ・
l
m
g
n
w回

H
a
s－

z
v
g
m
ω
宮｝
$
1
3
3
5
E・

MMmロ
O円
mFω
－o
H
Vロ－－
E
E
a
o聞か仲ロ門出回ロ
z
aロ
noロ一可
ω
q
h
X広島
Oω

《

Ho
－－〉包。

ao
－－何回同・
ll冨
o
Z吋一宮戸・

問。
nvo吋の｝凶作帥

mg円
可
〉
ω向。仏
o
－1
開
ω昨
日
の
E
O
B
色
ロ
の
ゆ
ロ
可
。
。
d
g
a
g
a
m
w

Thg－o
a
o
B
a－
－
冨
oロ
志
巴
・

者
g
a
m
】

2
5
m】

O同〉回一
g
ω
Z島
2
・11『
o
S
0・

会
員
新
刊
紹
介

二
月
十
五
日
の
総
会
案
内
状
の
末
尾
に
、
ま
た
そ
れ
以
前
か
ら
も
諸
通
信
の
中

で
、
会
員
各
位
か
ら
の
報
告
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
左
の
よ
う
な

情
報
を
得
ま
し
た
。
た
び
た
び
出
る
話
で
す
が
、
本
学
会
の
大
き
な
活
動
は
日
本

と
フ
ラ
ン
ス
と
の
聞
の
学
術
上
の
窓
口
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
よ

う
な
情
報
は
そ
の
貴
重
な
一
部
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

勿
論
、
遺
漏
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど
う
か
御
教
示
下
さ
い
。

山
口
瑞
鳳
監
修
『
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
と
社
会
』
（
昭

m
・
日

春
秋
社
）

宮
崎
市
定
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』
（
増
補
重
版
、

中
公
文
庫
、

昭
臼
・

2

中
央
公

論
社
〉

- 11ー

調
永
信
美
『
幻
想
の
東
洋

1
lオ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
系
譜
』
、

（
臼
・

1

青
土

社

中
村
嘩
八
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』
ハ
臼
・

2

扱
古
書
院
〉

福
井
文
雅
『
般
若
心
経
の
歴
史
的
研
究
』
（
位
・

2

春
秋
社
〉

伊
藤
光
速
著

坂
出
祥

農
説

煉
丹
修
養

さ
復
刻
版

谷
口
書
房
、

62 

5 、J

宮
崎
市
定
『
科
挙
史
』
ハ
東
洋
文
庫
仰

補
訂
復
刻
版
、

回
・

6

平
凡
社
〉

山
口
瑞
鳳
『
チ
ベ
ッ
ト
』
上
（
臼
・

6

東
大
出
版
会
、
下
巻
は
今
年
3
月〉

石
沢
良
昭
・
中
島
節
子
共
訳
『
ク
メ
l
ル
の
彫
像
』
（
回
・

7

連
合
出
版
〉

興
膳

宏
ハ
訳
注
〉
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
五
巻
詩

文
篇

文
鏡
秘
府
論

文
筆
眼
心
抄
（
位
・

9

筑
摩
書
房
〉



『
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
論
集

イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
ハ

m－
m
春
秋
社
〉

国
何
回

C
C
F
K
Fロ
mロω巴
p
h
h
N
Q
a
h
H
R
H

弘、h
w
E
S
む
な
（
O
N

・H
H

岡山ロ
owロロ
q
m
w
・

し官官－
H
H
U
H
M
g
z
g
回
巴
思
ロ
自
〉

坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
養
生
思
想
の
研
究
』
ハ
臼
・

2

平
河
出
版
社
〉

楠
山
春
樹
訳
注
『
准
南
子
』
下
（
臼
・

6

明
治
書
院
〉

高
橋

稔
『
中
国
説
話
文
学
の
誕
生
』
ハ
臼
・

7

東
方
書
店
）

新
・
会
員
名
簿
作
製
に
つ
い
て

本
学
会
が
新
発
足
し
ま
し
た
時
、
「
日
仏
東
洋
学
会
会
員
名
簿
」
ハ
一
九
八
五
年

三
月
現
在
〉
を
作
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
か
な
り
の
変
更
が
生
じ
ま
し
た
の
で
、

第
五
回
コ
ロ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、
そ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
年
三
月

の
総
会
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

『
学
会
道
信
』
第
十
号
の
発
刊
は

そ
の
代
り
に
、

次
年
度
に
の
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
処
置
は
、
も
っ
ぱ
ら
財
政
上
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
会
員
各
位
に
は
同
封
の
葉
書
に
必
要
事
項
御
記
入
の
上
、
至
急
学
会

事
務
局
あ
て
に
御
返
送
下
さ
い
。

編

集

記

後

。
三
月
の
会
員
総
会
の
報
告
を
含
め
て
の
『
通
信
』
の
発
刊
が
今
頃
に
な
っ
て

し
ま
い
、
申
訳
な
い
気
が
致
し
ま
す
が
、
し
か
し
、
渋
沢
・
ク
ロ

l
デ
ル
賞
め
結

果
報
告
な
ど
を
待
っ
て
い
ま
す
と
、
年
度
中
の
第
一
号
は
ど
う
し
て
も
夏
休
み
後

の
発
刊
に
な
っ
て
し
ま
う
の
も
仕
方
な
い
よ
う
な
気
も
致
し
ま
す
。
諸
事
情
、
御

賢
察
下
さ
い
。

。
二
年
連
続
し
て
、
本
学
会
会
員
が
渋
沢
・
ク
ロ
l
デ
ル
賞
の
受
賞
者
に
選
ば

頑
張
ら
れ
ま
す
よ
う
期
待
す
る
次
第
で
す
。

れ
ま
し
た
。
年
令
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
四
二
歳
以
前
の
会
員
各
位
が
さ
ら
に

。
会
員
名
簿
を
新
ら
し
く
し
ま
す
の
で
、
返
信
用
葉
書
を
忘
れ
ず
に
御
投
函
下

さい。

。
今
年
度
の
総
会
は
、
来
年
三
月
に
京
都
で
久
し
ぶ
り
に
聞
か
れ
る
予
定
で
す
。

い
つ
も
な
が
ら
の
無
理
な
注
文
に
も
拘
わ
ら
ず
、
能
率
よ
く
印
刷
刊
行
し
て

。下
さ
っ
た
早
大
印
刷
所
の
関
係
各
位
、
ま
た
、
会
員
総
会
や
事
務
局
に
補
助
金
を

げ
ま
す
。

毎
年
支
給
し
て
下
っ
た
早
稲
田
大
学
に
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く
感
謝
申
し
上

〈
福
井
文
雅
）

日
仏
東
洋
学
会
通
信

第
九
号

一
九
八
八
ハ
昭
和
六
三
〉
年
九
月
二
十
日
発
行

編
集
兼

発
行
者

洋

仏

東

A比
す・

日

印
刷
所

代

表

榎

一

雄

干
瑚
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
一

l
六
l
一

株
式
会
社
早
稲
田
大
学
印
刷
所

電
磁

O
＝一

l
二
O
三
l
＝一三

O
八

－

Tm
東
京
都
新
宿
区
戸
山
一

l
二
四

l
－

早
稲
田
大
学
文
学
鶴
八
階

調
弁
文
雅
研
究
室
気
付

日

仏

東

洋

学

会

事

務

局

電
磁

O
＝一

l

＝o＝一
l
四
一
回
一

内
線
七
ニ

l
二
四
八
二
・
二
二
六
－

発
行
所

会
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